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はじめに  

 

 本書は、箱根町立郷土資料館が令和６年度中に行ってきた諸活動について、報告するもの

です。Ⅰ管理･運営、Ⅱ教育普及活動、Ⅲ郷土資料の調査、収集・活用の３章に分けて構成い

たしました。 

資料館活動の教育普及活動では、２つの企画展を開催することができました。 

まず、夏季企画展「箱根の文化財」では、郷土資料館で所蔵する文化財資料を知ってもら

うため、一部の館蔵資料を展示し、箱根町の文化遺産を実物と写真を交えて紹介しました。 

秋季企画展「生誕200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」では、文政7年（1824）に生ま

れ湯本の福住旅館の経営や湯本村の名主として名を遺した福住正兄の生誕 200年目にあたる

ことを機に、新道開発や馬車鉄道の敷設など箱根の近代化への功績や、生涯をかけて傾倒し

た国学や和歌を通じた文化人としての諸活動についても紹介しました。 

また、町内の小学生を中心に昔の文化を体験してもらう「わらじ作り」、「わらじ歩き」体

験や、仙石原に伝わる正月の玄関飾りを作る「正月飾りを作ろう」、七草がゆ作り・試食会と

羽根つきやかるた取りなどのお正月遊びが体験できる「お正月を楽しむ会」などの体験学習

を開催し、箱根の伝統文化を幅広く知っていただくことができました。  

その他にも、箱根探訪会や自治学習出張講座などを行い、多くの方々にご参加いただき、

充実した活動を展開することができました。今後共こうした活動をとおして、郷土資料館が

多くの皆様に有効に活用していただけるよう、努力していきたいと思っております。 

末筆になりましたが、展示開催をはじめ、各種事業の実施に際しまして、お世話になりま

した関係各位に、深く感謝申しあげます。 

 

令和 7年 5月 22日  

                      箱根町立郷土資料館  

                      館長  落 合 雅 人 
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Ⅰ 管理・運営 

 １ 概要 

  （１） 役 割 

      箱根山に生活し、またここを通過した人々の足跡を後世に伝えること、そしてこれらをもと

に、今日の私たちの生き方やこれから先の生活を考えていくことは、現在に生きる私たちの責

任である。 

         郷土資料館は、この考えのもと、箱根の考古･歴史･民俗資料を収集･保管し、教育的配慮の

もとに展示公開して、町民の文化の向上等に資する役割を担っているものである。 

  （２） 事 業 ※ 教育目標における生涯学習施設としての郷土資料館の役割 

    ア  性格の位置付け 

(ｱ)  箱根山の歴史や文化に関する資料を収集し、保管し、調査研究して、教育普及活動に供 

する。 

(ｲ)  考古、歴史、民俗資料を取り扱う人文系博物館で、生涯学習を推進する実物教育機関と 

する。 

(ｳ)  箱根町の学校や諸文化施設との連絡を密に取り、箱根町の文化振興に寄与する。 

イ 事 業 

(ｱ)  収    集    箱根山の歴史、文化に関する資料を、町内外を問わず収集する。 

(ｲ)  保    存    収集した資料の保存には万全を期し、後世に伝えていく。 

(ｳ)  調査研究    考古、歴史、民俗の各資料の調査研究を行うほか、展示技術･保存技術に 

関する調査研究を行う。 

(ｴ)  教育普及   各種展示の開催のほか、必要な刊行事業、研究会、講習会を教育的配慮 

のもとに行う。 

  （３） 施設概要  

  ・所在地    神奈川県足柄下郡箱根町湯本 266番地 

 ・敷地面積 1,481.67㎡ ・建築面積  737.707㎡  ・延床面積  1,979.183㎡ 

 ・建物高    19.666ｍ   ・構造規模  鉄筋コンクリート造地上３階地下１階建 

 ・開館      昭年 58年 7月 21日 

 

 

（主な部屋の面積）                                                          (単位 ㎡) 

 Ｂ１ 

１Ｆ 

 

２Ｆ 

３Ｆ 

 荷降場・荷捌室 136.50 

 特別収蔵庫 46.17 第１収蔵庫 133.46  第２収蔵庫 35.38 文書収蔵庫  68.85  

研究室 26.25 工作室 42.24 写場 68.50 燻蒸室 17.04 

 教育委員会事務室等 158.1 学習室 98.22 図書室  75.87 

 常設展示室 214.13 特別展示室 100.20 

 

※ 特別収蔵庫…主に寄託・借用資料         ※ 第１収蔵庫…木製品中心の民俗資料 

          ※ 第２収蔵庫…土、石製品中心の考古資料   ※ 文書収蔵庫…紙製品中心の歴史資料 
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  （４） 組織（令和 6年 4月 1日現在） 

   教育長  教育次長  生涯学習課長                副課長 館長 （文化財係） 

                             技幹兼係長１名、学芸員３名、事務員１名 

                                    会計年度任用職員１名 

             受付事務３名（非常勤職員） 

      職員名簿（令和 6年 4月 1日現在） 

教 育 長 井上 康樹 技幹兼文化財係長 髙橋 一公 
会計年度 

任用職員 三宅 元氣 

教育次長 吉田 朋正 学 芸 員 高橋 秀和 

課  長 内田 秀臣 学 芸 員 勝間田 仁美 

副 課 長 石黒 高平 学 芸 員 菊田 祥子 

館  長 鈴木 康弘 主  事 櫛方 勇輝 

 

 ２ 郷土資料館運営懇話会 

    郷土資料館活動をより効果的に進めることを目的に調査・研究し、意見・提言を行う会で、自治

会連絡協議会・社会教育関係団体・町立小・中学校教諭・有識者から構成されている。 

（１） 委員名簿  （任期・令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日） 

氏  名 所   属  

 武藤  明 

 市川  毅 

三谷 信之 

廣枝 三千ル 

鈴木 太源 

福住 治彦 

芳賀 洋一 

真家 悠太 

自治会連絡協議会 

自治会連絡協議会 

自治会連絡協議会 

女性会連絡協議会 

文化財保護委員会 

有識者 

有識者（県立生命の星・地球博物館） 

箱根町教育委員会（指導主事） 

  （２） 会議概要 

    第１回  令和 6年 9月 4日（水） 13:30～15:30 

     会議内容 (1) 令和 6年度の活動内容について 

(2) その他 

第２回  令和 6年 11月 26日（火） 13:30～15:30  

会議内容 (1)令和 6年度上半期の活動状況について（報告） 

(2)令和 6年度下半期の活動予定について 

(3)その他 

第３回  令和 7年 3月 14日（金）  13:30～15:30 

会議内容 (1)令和 6年度下半期活動報告 

(2)令和 7年度の活動予定について 

(3)その他 
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３ 令和 6 年度予算                            (単位：千円） 

節 金  額 内       容 

報   酬 3,194 事務補助員賃金 会計年度任用職員報酬 

職員手当等 781  

報 償 費 72 運営懇話会委員報償費・体験学習協力者謝礼等 

旅   費 64 資料収集等旅費 

需 用 費 4,563   

  消耗品費 327 一般消耗品・展示開催・体験学習用消耗品等 

  燃料費 5 体験学習時燃料 

  食糧費 40 体験学習時食材 

 印刷製本費 717 企画展ポスター・チラシ・図録印刷 

  光熱水費 3,374 電気・水道代 

  修繕料 100 館内修繕 

役 務 費 6.6 浄化槽検査、消防用設備点検、資料借用保険 

委 託 料 3,873 清掃・警備・燻蒸委託等 

使用料及び賃借料 539 テレビ受信料・AED借上料等 

工事請負費 990 階段非常灯更新工事 

備品購入費 582 資料整理用スチールラック購入費 

負担金補助金 

及び交付金 
13 県博物館協会負担金 

合  計 15,287  

 

 ４ 令和 6 年度入館状況                     （単位：人、入館料は円） 

※小中は小中学生  

  

有      料 無     料 合    計 

個  人 団  体 割  引 小  計 町  外 町  内 小  計  

一般 小中 一般 小中 一般 小中 一般 小中 一般 小中 一般 小中 一般 小中 一般 小中 計 入館料 

４月 289  16  0  0  38  3  327  19  21  0  1  0  22  0  349  19  368  98,900  

５月 330  5  0  0  71  14  401  19  26  0  0  0  26  0  427  19  446  118,900  

６月 281  11  0  0  37  4  318  15  13  0  1  0  14  0  332  15  347  95,600  

７月 350  26  0  0  40  11  390  37  30  0  2  14  32  14  422  51  473  120,000  

８月 288  26  0  0  79  12  367  38  51  10  3  1  54  11  421  49  470  111,250  

９月 224  6  0  27  39  1  263  34  31  0  6  0  37  0  300  34  334  80,650  

10 月 335  14  25  0  41  1  401  15  47  0  7  2  54  2  455  17  472  119,200  

11 月 390  9  0  0  63  6  453  15  135  0  146  0  281  0  734  15  749  134,700  

12 月 318  11  0  0  49  3  367  14  39  0  1  0  40  0  407  14  421  104,600  

１月 204  8  0  0  33  4  237  12  49  34  53  42  102  76  339  88  427  71,050  

２月 331  22  0  0  31  2  362  24  15  0  0  0  15  0  377  24  401  110,250  

３月 244  21  0  0  55  4  299  25  25  0  5  0  30  0  329  25  354  111,100  

合計 3,584  175  25  27  576  65  4,185  267  482  44  225  59  707  103  4,892  370  5,262  1,276,200  
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５ 年度別入館状況の推移 

       
（単位：人、入館料は円） 

年  度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 

有料入館者数 2,836 3,959 3,856 4,501 4,452 

無料入館者数 357 400 420 635 810 

総入館者数 3,193 4,359 4,276 5,136 5,262 

入館料 820,250 1,139,500 1,087,200 1,274,950 1,276,200 

 

 
 ６ 図書室利用者数一覧 

                                       （単位：人） 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

令和 2年度 1 3 12 20 10 7 8 12 6 0 8 3 90 

令和 3年度 7 3 5 9 11 4 9 6 10 2 6 5 77 

令和 4年度 5 5 5 10 6 10 3 5  13 4 5 3 74 

令和 5年度 5 0 4 5 8 5 9 5 2 5 13 2 63 

令和 6年度 2 4 2 2 10 9 7 6 5 1 2 3 53 

 

 ７ 資料館 1年のあゆみ 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

人

有料入館者数 無料入館者数

５月 17日 展示解説（東京学芸大学附属大泉小学校 5年） 

31日 第 1回箱根探訪会「鎌倉時代と江戸時代の箱根路をめぐる」（中止） 

６月 5日 わらじ作り体験学習（仙石原小学校） 

 6日 わらじ作り体験学習（箱根の森小学校） 

 19日 箱根の歴史ガイドツアー（箱根の森小学校） 

 20日 わらじ歩き体験学習（箱根の森小学校） 

 27日 箱根の歴史ガイドツアー（仙石原小学校） 
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7月  3日 わらじ作り体験学習（湯本小学校） 

 4日 箱根の歴史ガイドツアー（仙石原小学校） 

 12日 わらじ歩き体験学習（仙石原小学校） 

 30日 歴史解説（初任・新任教職員研修会） 

８月 3日～9月 17日 夏季企画展「箱根の文化財」 

6日 小田原・箱根「からくりパズル」を広める会「からくり教室」 

20日～30日 博物館実習（7名） 

26日 第 2回箱根探訪会「わらじをはいて石畳を歩こう」 

９月 4日 第 1回 郷土資料館運営懇話会 

 21日～23日 臨時休館（館内燻蒸） 

10月 5日～12月 15日 秋季企画展「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」 

16日 歴史授業（函嶺白百合学園中学校） 

17日 わらじ作り体験学習（函嶺白百合学園中学校） 

18日 わらじ歩き体験学習（函嶺白百合学園中学校） 

11月 5日 箱根の歴史ガイドツアー（湯本小学校） 

11日 わらじ歩き体験学習（湯本小学校） 

14日 箱根の歴史ガイドツアー（箱根の森小学校） 

15日 ミュージアム・リレー第 346走 

26日 第 2回 郷土資料館運営懇話会 

12月 5日 第 3回箱根探訪会「福住正兄の足跡をめぐる」 

6日 お飾り作り（箱根の森小学校） 

11日 箱根の歴史ガイドツアー（湯本小学校） 

10日 HAKONE大学講師 第 1回 

17日 HAKONE大学講師 第 2回 

25日 体験学習「正月飾りを作ろう」開催 

１月 1～4日 臨時休館 

 6日 体験学習「お正月を楽しむ会」開催 

 15日 HAKONE大学講師 第 3回 

 16日 展示解説（湯本小学校 昔の道具体験） 

 18日 HAKONE大学講師 第 4回 

 21日 文化財防火デー 

２月 

 

 

10日 展示解説（箱根の森小学校 昔の道具体験） 

13日 HAKONE大学講師 第 5回 

19日 展示解説（仙石原小学校 昔の道具体験） 

20日 歴史授業（湯本小学校） 

27日 HAKONE大学講師 第 6回 

３月 14日 第 3回運営懇話会 

 26日 第 4回箱根探訪会「富士屋ホテル探訪会」 
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８ 広報活動 

  （１）マスメディア等への情報提供 

月 日 掲載場所 内     容 

7月 20日 記者発表 企画展「箱根の文化財」について発表 

9月 21日 
神静民報 

（WESKAMS Voice） 

企画展「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」について発表・掲載 
10月 4日 記者発表 

11月 9日 タウンニュース 

10月 22日 読売新聞 

12月 7日 神奈川新聞 
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Ⅱ 教育普及活動 

 １ 展示活動 

   実物資料を通じた箱根の歴史や文化の情報提供・学習機会を図った。 

  （１） 令和 6年度郷土資料館企画展 

 ア 夏季企画展「箱根の文化財」 

郷土資料館で所蔵する文化財資料を知ってもらうため、一部の館蔵資

料を展示し、箱根の歴史に関する教育普及を図った。 

・期  日  令和 6年 8月 3日（土）～9月 17日（火） 

・場  所  特別展示室 

・入館者数  672人 

（8月 447人、9月 225人） 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

・関連事業 

(ｱ) 箱根探訪会「わらじをはいて石畳を歩こう」 

実施日 令和 6年 8月 26日（月） 

  参加人数 8名（応募者 8名） 

イ 秋季企画展「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」 

  令和 6年度は 1824年（文政 7）の生誕から 200年の節目にあたり、

箱根の近代化に大きな足跡を残した福住正兄をテーマにした企画展

「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」を中心に解説を行っ

た。 

・期  日  令和 6年 10月 5日（土）～12月 15日（日） 

・場  所  特別展示室 

・入館者数  1,274人 

（10月：403人 11月：614人 12月：257人） 
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・関連事業 

(ｱ) 箱根探訪会「福住正兄の足跡をめぐる」 

実施日 令和 6年 12月 5日（木） 

  参加人数 14名（応募者 50名） 

    (ｲ) ミュージアム・リレー第 346走 

      「神奈川県西部地域ミュージアム連絡会」実施事業の一環として展示解説を行った。 

      実 施 日 令和 6年 11月 15日（金）14時～16時 

      参 加 者 8名（応募者 11名） 

 

 

 

 

 

       

  

 

２ 体験学習 

   資料に触れる、資料を使う、資料を作るなど体験学習を通じて、資料への理解を深めることを目的

に行った。 

  （１） ワークショップ 

   ア、ミニわらじ作りコーナー 

材料は直径１ミリの紙紐を使用し、使用する長さに切り揃えて用意しておき、来館者は自由に

材料を使い作成することができる。作成料は無料(入館料のみ)。  

  

 

 

 

 

        

 

イ、からくり細工にチャレンジ 

箱根細工のひとつ、からくり細工(組木細工)を実際に体験してもらう。 

・期 間  通年 
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ウ、彩色写真にチャレンジ 

モノクロ写真に色を塗った彩色古写真（横浜写真）の制作過程を疑似体験できるように、

印刷した古写真を色鉛筆で彩色する。企画展開催時には、展示に使用した古写真を使用した。 

    ・期 間  通年 

 

 

 

 

 

 

 

   塗り絵風景              上 見本図、左 用紙、右 完成図 

エ、寄木模様のパズルで遊ぼう 

伝統的な寄木細工の模様を拡大し、寄木の構造を観察できるようにしたパズルを５種類用意

した。夏休み体験広場用に用意し、その後、通年の利用に供した。また、寄木パズルを新調し、

新たに「亀甲」「六角麻の葉」を用意した。 

    ・期 間  通年 

 

 

 

 

      

 

 

 

体験広場                 寄木パズル 

 

（２） からくりパズル体験教室 

    小田原・箱根「からくりパズル」を広める会の指導の下、小学生を中心としたからくり箱の工

作教室を行った。 

・日 時  令和 6年 8月 6日(火) 第１回：10：30～12：00 第２回：13：00～15：30 

・場 所  学習室 

・参加者  各回 20組 

・講 師  からくり創作研究会 
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（３） 正月飾りを作ろう 

    仙石原に伝わる正月の玄関飾りを作る講習会を開催した。 

・日 時  令和 6年 12月 25日（水）10:00～11:45 

・場 所  仙石原文化センター屋外 

・参加者  5名（玄関飾り・門松づくり） 

・講 師  仙石原古式門松保存会 

（午後から仙石原古式門松保存会主催の「門松づくり」が行われた） 

 

 

 

 

 

 

お正月飾り作り風景                お正月飾り作り完成風景 

  （４） 正月を楽しむ会 

正月の伝統行事である七草がゆ作りと、その試食を通して、箱根地方に伝わる年中行事を体

験し、町民や観光客の方に箱根の民俗文化について紹介した。 

・日 時  令和7年1月6日（月） 

         9:30～   お正月遊び開始（かるた・すごろく・羽根つき・コマ回し等） 

七草がゆ作りの実演 

11:30～    七草がゆの試食 

・場 所  郷土資料館前駐車場、郷土資料館エントランス及び展示室 

・協 力  箱根町女性会連絡協議会・郷土資料館ボランティア 

・参加者  110名 

 

 

 

 

 

 

          七草がゆ調理                 七草がゆ試食 
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３ 箱根探訪会 

   箱根町内に残る史跡や建造物、自然の見学を通じて箱根の歴史や自然に対する理解を深めていた

だくことを目的として、全 4回を予定し、そのうち 3回を開催した。 

（１） 第１回箱根探訪会「鎌倉時代と江戸時代の箱根路をめぐる」 

 鎌倉時代及び江戸時代の風景を追体験できる 2 つの史跡を中心に、両者をつなぐハイキング

コース上にあるお玉が池や、古くからの湯治場として知られる芦之湯など、周辺の史跡等を併せ

て散策予定であった。 

・開催日時  令和 6年 5月 31日（金）10：30～14：15  ※雨天により中止 

 

（２） 第２回箱根探訪会「わらじをはいて石畳を歩こう」 

夏季企画展「箱根の文化財」の関連行事として、箱根の史跡としての保存されている箱根旧街

道石畳を実際にわらじを履いて歩き、当時の人々がどのようにして天下の険である箱根旧街道

を歩いたのかを体感してもらった。 

・開催日時  令和 6年 8月 26日（月）10：10～14：45 

・案  内  髙橋一公（当館）、勝間田仁美（当館） 

・参加人数  8名 

 

 

 

 

 

 

 

わらじ歩き開始前説明            史跡解説                  わらじ歩き風景 

（３） 第３回箱根探訪会「福住正兄の足跡をめぐる」 

国の登録文化財として保護・活用が図られている福住旅館の見学会を、旅館を運営している萬翠

楼福住社長 福住治彦氏の協力のもとで実施した。客室や庭園などを見学しながら各所で解説を

受けた。 

・開催日時  令和 6年 12月 5日(木) 10:00～15:15 

・案  内  萬翠楼福住社長 福住治彦氏、 

高橋秀和（当館）、櫛方勇輝（当館） 

・参加人数  20名 

 

 

 

 

 

 

 

開始前説明              館内解説             庭園からの萬翠楼          
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（４） 第４回箱根探訪会「富士屋ホテル探訪会」 

 日本を代表するクラシックホテルの一つである富士屋ホテルにて、文化財としての価値・魅力

を伝え、富士屋ホテルの軌跡を辿りながら解説を行った。 

・開催日時  令和 7年 3月 26日（水）10：00～14：00 

・案  内  富士屋ホテル関係者、鈴木康弘（当館）、勝間田仁美（当館） 

   ・参加人数  39名 

 

 

 

 

 

 

 

         カスケード見学          花御殿（菊の間）見学     富士屋ホテルミュージアム見学 
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４ 講師派遣事業 

 町内小中学校をはじめ、団体などからの要望に応じたさまざまな講義を通して、箱根の歴史や文

化について理解を深めることを図った。 

  （１） 学校講師派遣事業（町内公立学校との連携） 

   ア 箱根の歴史講師派遣授業 

     町立小学校３校の６年生が箱根の歴史を学ぶ機会として、郷土資料館学芸員が各小学校 

に出向き授業を行った。年間２時限以上で、内１時限は箱根関所と箱根旧街道について学 

んだ。 

  

    (ｱ)湯本小学校 

     ① 箱根関所物語と箱根旧街道 

       実施日  令和 6年 11月 5日（火） 

       講師   高橋秀和学芸員 

     ② 避暑地・箱根の発見～外国人の来遊と国際観光地への歩み 

       実施日  令和 6年 12月 11日（水） 

       講師   高橋秀和学芸員 

(ｲ)箱根の森小学校 

  ① 箱根関所物語と箱根旧街道 

実施日  令和 6年 6月 19日（水） 

講師   高橋秀和学芸員 

② 避暑地・箱根の発見～外国人の来遊と国際観光地への歩み 

       実施日  令和 6年 11月 14日（木） 

       講師   高橋秀和学芸員 

    (ｳ)仙石原小学校 

     ① 旧石器時代から弥生時代の箱根 

       実施日  令和 6年 6月 27日（木） 

       講師   勝間田仁美学芸員 

     ② 箱根関所物語と旧街道 

       実施日  令和 6年 7月 4日（木） 

       講師   高橋秀和学芸員 
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イ わらじ作りと箱根旧街道を歩く 

町立小学校 3 校の 6 年生がわらじを作り、作ったわらじで箱根旧街道の石畳を歩く体験を行な

った。資料館職員が資料館ボランティアとともに製作指導にあたり、歩行時には学芸員が史跡等の

解説を行った。 

(ｱ)湯本小学校 

・わらじ作り 令和 6年 7月 3日（水） 

・わらじ歩き 令和 6年 11月 11日（月） 

 

 

 

 

 

 

        わらじ作り              旧街道わらじ歩き 

 

(ｲ)仙石原小学校 

 ・わらじ作り 令和 6年 6月 5日（水） 

・わらじ歩き 令和 6年 7月 12日（金） 

 

 

 

 

 

 

        わらじ作り              旧街道わらじ歩き 

 

(ｳ)箱根の森小学校 

・わらじ作り 令和 6年 6月 6日（木） 

・わらじ歩き 令和 6年 6月 20日（木） 

 

 

 

 

 

 

        わらじ作り              旧街道わらじ歩き 
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（２） 函嶺白百合学園中学校 （わらじ作りと箱根旧街道） 

      白百合学園中学から依頼があり、白百合学園に出向き、

中学２年生を対象に授業・体験を行った。その後、甘酒茶

屋から箱根関所までを歩く体験も行った。 

    ①歴史授業  令和 6年 10月 16日（水） 

    ②わらじ作り 令和 6年 10月 17日（木） 

    ③わらじ歩き 令和 6年 10月 18日（金） 

 

（３） 箱根の森小学校 5年生「ふれあい活動」への協力 

    箱根の森小学校 5年生の「ふれあい活動」において、箱根の文化を学ぶため保護者とともに仙石

原地域に伝わる正月のお飾りづくりを行った。 

    ・実施日  令和 6年 12月 6日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 昔のくらし、昔の道具体験学習の受け入れ 

町内小学校 3・4年生の社会科「昔のくらし」の単元において資料館を見学した際、実際に使われ

た道具等の資料を用いた体験学習を行った。 

(ｱ)湯本小学校 3年生 

実施日 令和 7年 1月 16日（木）  

(ｲ)箱根の森小学校 3年生 

実施日 令和 7年 2月 10日（月）  

(ｳ)仙石原小学校 3年生 

実施日 令和 7年 2月 19日（水） 

 

 

   

 

 

 

 

昔の道具体験学習（ダイヤル式電話機）          昔のくらし解説 
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（５） その他 

月 日 内容及び受講者 種別 

5 17 展示解説（東京学芸大学附属大泉小学校 5年） 依頼 

7 30 歴史解説（初任・新任教職員研修会） 依頼 

8 6 小田原・箱根「からくりパズル」を広める会「からくり教室」 依頼 

10 4 史跡案内（自然に親しむ運動 ガイドウォークほか） 自治 

10 16 歴史授業（函嶺白百合学園中学校） 自治 

10 17 わらじ作り体験学習（函嶺白百合学園中学校） 自治 

10 18 わらじ歩き体験学習（函嶺白百合学園中学校） 自治 

12 10 HAKONE大学講師 第 1回 依頼 

12 17 HAKONE大学講師 第 2回 依頼 

1 15 HAKONE大学講師 第 3回 依頼 

1 18 HAKONE大学講師 第 4回 依頼 

2 13 HAKONE大学講師 第 5回 依頼 

2 13 歴史授業（函嶺白百合学園中学校 2年生） 依頼 

2 27 HAKONE大学講師 第 6回 依頼 

なお表中の種別に「自治」とあるのは、自治学習出張講座として開催したもの。「依頼」は、主に 

町外諸団体から直接郷土資料館へ依頼があったものである。 
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５ 学習活動の支援 

  学習意欲のある方々の活動を直接支援することを図った。 

  （１） ボランティア活動 

    郷土資料館の活動に興味のある方に対し、箱根町の歴史と文化、資料館の所蔵資料に対す 

る理解を深めていただくためにボランティアを受け入れていく。 

・実施内容  展示作成・設置補助、体験学習の補助、図書及び収蔵資料の整理などを行う。 

  ・活 動 日  毎月第 1、第 3木曜日 

  ・登 録 者  10名 

 

 

 

 

 

 

 

  （２） 博物館実習生の受け入れ 

    学芸員資格取得に必要な博物館実習を希望する大学生を受け入れ、資料館業務を体験して 

もらった。 

・実施期間  令和 6年 8月 20日（火）～8月 30日（金）（全 8日） 

・内  容  歴史系実習、民俗系実習、教育普及系実習、展示実習 

・講師    鈴木康弘館長、髙橋一公技幹、高橋秀和学芸員、勝間田仁美学芸員 

・受入人員  7名 

 

 

 

 

 

 

         

教育普及系実習「わらじ作り」       展示制作「東光庵に集う文人墨客」 
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６ その他の活動 

（１）資料保存活動 

   当館で収蔵している資料のうち、鉄製品の民俗資料で錆等の劣化がみられるものを、錆取り及び

防錆処理を行った。 

    ・参加者 郷土資料館ボランティア 1 名 

髙橋一公技幹、勝間田仁美学芸員、櫛方勇輝主事、三宅元氣会計年度任用職員 

 

 

 

 

 

 

錆取り                    防錆処理    

 

（２）資料目録作成 

   当館所蔵の民俗資料のうち、目録に登載されていない資料の整理・目録の作成を行った。 

   ・作成者 三宅元氣会計年度任用職員 

※ 目録は巻末に収録 

 

 

７ 出版事業 

  印刷物などを通して広く箱根の歴史や文化についての情報発信することを図った。 

（１） 本年度出版物 

ア 企画展図録「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆」 

・内 容 本年度開催の企画展「生誕 200年 福住正兄～箱根の近代

開発の先駆」の展示図録。展示資料の図版・解説のほ

か、掲載資料の翻刻等もあわせて収録した。 

・出版日 令和 7年 3月 27日 

 

 

 

イ 箱根探訪ハンドブック（ワンコインシリーズ）③「仙石原コース」改訂版 

  ・内 容 2014年に発刊した箱根探訪ハンドブック（ワンコイン 

シリーズ）③「仙石原コース」が初版から 10年が経過し、 

現在の情報と差異が大きいことから大幅改訂を行った。 

     ・発行日 令和 7年 1月 31日 
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   ウ 箱根探訪ハンドブック（ワンコインシリーズ）⑦「箱根の近代建築−富士屋ホテル」改訂版 

  ・内 容 2014年に発刊した箱根探訪ハンドブック（ワンコインシリーズ） 

       ⑦「箱根の近代建築−富士屋ホテル」が初版から 10年が経過し、 

現在の情報と差異が大きいことから大幅改訂を行った。 

     ・発行日 令和 7年 3月 31日 
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（２） 過去の出版物 

ア 箱根叢書 

No タ イ ト ル 名 著      者 発行年月 

１ 箱根関所物語 加藤利之 1985.3 

２ 箱根の鳥 箱根野生鳥類調査団 1985.3 

３ 箱根の植物 松浦正郎･佐藤勝信 1985.3 

４ はこね昔がたり 勝俣孝正･加藤利之･田代謙二 1986.3 

５ 箱根を歩く－自然と歴史を訪ねて－ 箱根の自然と文化研究会 1986.3 

６ 箱根の魚類 
栗本和彦･上妻信夫 

石原龍雄･橘川宗彦 
1986.3 

７ 箱根を巡る古城 30選 小田原城郭研究会 1987.3 

８ 箱根の文学散歩 箱根文学研究会 1987.3 

９ 箱根細工物語－漂泊と定住の木工芸－ 岩崎宗純 1988.3 

10 箱根の逆さ杉 大木靖衛･袴田和夫･伊東博 1988.3 

11 はこね昔がたりⅡ 安藤正平･澤田安蔵 1988.3 

12 仙石原湿原の四季 井上香世子 他 1988.8 

13 箱根の石仏 澤地弘 1989.3 

14 箱根の昆虫－はこねを食べる妖精たち－ 佐藤勝信 1989.7 

15 サルのざぶとん－箱根山動物ノート－ 田代道彌 1990.3 

16 
早雲寺 

 －小田原北条氏菩提所の歴史と文化－ 
早雲寺研究会 1990.3 

17 改訂版 箱根を歩く 箱根の自然と文化研究会 1991.3 

18 箱根と外国人 児島豊 1991.3 

19 あるく･みる 箱根八里  田代道彌 1991.3 

20 はこね昔がたりⅢ 安藤正平 1992.3 

21 箱根の樹木 八田洋章 1992.3 

22 旅の詩人 宗祇と箱根 金子金治郎 1993.1 

23 箱根火山探訪 袴田和夫 1993.3 

24 箱根二十湯－やさしい温泉入門－ 平野富雄 1994.3 

25 箱根山の近代交通 加藤利之 1995.3 

26 あるく･見る 萬葉集「足柄箱根歌」 田代道彌 1996.3 

27 箱根旧街道「石畳と杉並木」 大和田公一･伊藤潤 1997.3 

28 中世の箱根山 岩崎宗純 1998.3 

29 
ケンペル･バーニー祭 

 －箱根自然保護運動のあゆみ－ 
ケンペルとバーニーを讃える会 1998.1 

30 箱根Ｑ＆Ａ125－その歴史と自然－ 箱根叢書刊行企画委員会 2000.3 
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   イ 郷土資料館資料集 

No タ イ ト ル 名 発行年月日 

１ 旧大平台名主藤曲家近世文書  1994.3.31 

２ 箱根彩景－古写真に見る近代箱根のあけぼの-  2002.3.20 

 

   ウ 調査研究報告書 

No タ イ ト ル 名 発行年月日 

１ 「湯治の道」関係資料調査報告書  1997.3.31 

２ 「街道」関係資料調査報告書  2001.3.31 

 

   エ 企画展展示図録等 

No タ イ ト ル 名 発行年月日 

１ 早雲寺の名宝 1984.10.28 

２ 早雲寺の名宝 1985.10.27 

３ 和宮様香華院 阿弥陀寺の遺宝 1986.10.27 

４ 箱根神社の歴史と祭り 1987.10.25 

５ 興福院と賽の河原 1988.10.20 

６ 伝統的工芸品指定五周年記念 箱根寄木細工  1989.10.29 

７ 連歌師宗祇－その生涯と終焉の地箱根湯本－ 1990.11.3 

８ 箱根旧街道石畳と杉並木 1992.11 

９ 早雲寺の歴史と文化 1993.10.30 

10 箱根の鉄道－馬車鉄道から山岳鉄道開通まで－ 1994.7.21 

11 浮世絵特別公開 箱根の物語絵－金太郎・箱王丸・勝五郎と初花－ 1994.10.29 

12 明治の模範村 箱根権現領旧元箱根村の歴史 1995.7.20 

13 おじいさん･おばあさんたちの学校 1995.10.27 

14 開け行く別荘地･箱根 1996.10.25 

15 描かれた箱根－絵画資料で見る箱根の原風景－ 1997.7.26 

16 外国人の見た Hakone－避暑地箱根の発見－ 1997.10.31 

17 白川洗石とその周辺－明治大正期を生きた木象嵌細工師たち－ 1998.10 

18 箱根町の指定文化財 2000.10 

19 没後五百年遠忌 旅の詩人－連歌師宗祇－ 2001.8.1 

20 箱根八里－難所東坂を登る－ 2001.10.27 

21 箱根八里地図 2001.10.27 

22 箱根は箱根－小説「箱根山」の風景－ 2002.10.12 

23 福住旅館金泉楼・萬翠楼－明治の息吹を今に伝える建築と書画 2003.9.27 

24 七湯の枝折 2004.9.25 

25 HAKONE1956…50年前の箱根 2006.9.30 

26 箱根山中 村むらの仏たち 2007.10.25 

27 まつりの風景～箱根の年中行事・正月行事から春祭りまで～ 2009.10.17 
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28 東海道山の関所・箱根/うみの関所・新居 2010.10.20 

29 まつりの風景Ⅱ～箱根の年中行事・初夏から歳末まで～ 2012.9.29 

30 バス、天下の険をいく ～箱根の自動車 100年～ 2013.9.30 

31 近代箱根の名園 恩賜箱根公園・強羅公園・神仙郷 2014.10.4 

32 国登録有形民俗文化財登録記念 箱根細工の歴史と技術 2019.3.28 

33 戊辰箱根戦争―小田原藩×遊撃隊 2019.3.29 

34 箱根登山鉄道のあゆみ 2020.3.27 

35 箱根を拓く―渋沢栄一と箱根 2022.3.31 

36 箱根の湯立獅子舞 2023.3.31 

37 関東大震災と箱根 2024.3.31 

38 生誕 200年 福住正兄～箱根の近代開発の先駆 2025.3.27 

 

  （５） 館 報 

 全 35号 第１号 1984年 3月 ～第 37号 2024年 8月   

     但し、第２号、３号、４号、５号、６号、７号、９号は、調査活動報告書との合併号 

 

（６） One Coin シリーズ 

No タイトル名 発行年月日 

1 One Coin シリーズ① 箱根探訪ハンドブック 芦ノ湖一周コース 2009.5.15 

2 One Coin シリーズ② 箱根探訪ハンドブック 芦之湯コース 2009.12.25 

3 One Coin シリーズ③ 箱根探訪ハンドブック 仙石原コース 2014.9.10 

4 One Coin シリーズ④ 箱根探訪ハンドブック 宮城野コース 2013.3.31 

5 One Coin シリーズ⑤ 箱根の歴史と文化 箱根温泉の歴史 2013.3.31 

6 One Coin シリーズ⑥ 箱根探訪ハンドブック 二ノ平・強羅コース 2014.3.31 

7 One Coin シリーズ⑦ 近代建築 富士屋ホテル 2014.3.31 

8 One Coin シリーズ⑧ 近代建築 旅館建築 2015.3.31 

9 One Coin シリーズ⑨ 箱根探訪ハンドブック 湯本・塔之澤 温泉場コース 2015.3.31 

10 One Coin シリーズ⑩ 箱根探訪ハンドブック 湯本～畑宿街道コース 2016.3.31 

11 One Coin シリーズ⑪ 近代建築 別荘建築 2016.3.31 

12 One Coin シリーズ⑫ 箱根の歴史と文化 箱根の道祖神 2016.12.28 

13 One Coin シリーズ⑬ 箱根探訪ハンドブック 温泉地域コース 2017.3.31 

14 One Coin シリーズ⑭ 箱根町立郷土資料館ハンドブック 絵葉書① 2018.3.31 

15 One Coin シリーズ⑮ 箱根町立郷土資料館ハンドブック 絵葉書② 2018.3.31 

16 One Coin シリーズ⑯ 箱根町立郷土資料館ハンドブック 浮世絵 2019.3.29 

17 One Coin シリーズ⑰ 箱根町立郷土資料館ハンドブック 古写真① 2020.3.31 

18 One Coin シリーズ⑱ 箱根町立郷土資料館ハンドブック 古写真② 2020.3.31 

19 One Coin シリーズ⑲ 箱根の歴史と文化 箱根の湯立獅子舞 2022.3.31 

20 One Coin シリーズ⑳ 箱根の歴史と文化 箱根旧街道 箱根八里・東坂を行く  2024.3.31 
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Ⅲ 郷土資料の調査、収集・活用 

 １ 調査・整理活動 

  （１） 歴史資料 

     受入資料の整理・収蔵庫への配架、写真資料のデジタル化など 

 ２ 資料の受け入れ 

  （１） 寄贈資料 

登録 資        料        名 寄贈者 種別 点数 

4/1 大箱根温泉案内（国立公園計画図） 三河屋旅館 歴史 3 

4/1 観光大箱根の魅力 箱根風土記 三河屋旅館 歴史 2 

4/1 つゝじの名所と箱根小涌谷（三河屋旅館チラシ） 三河屋旅館 歴史 2 

4/1 紅葉の名所箱根小涌谷（三河屋旅館チラシ） 三河屋旅館 歴史 2 

4/1 桜花一目万本の名所（三河屋旅館チラシ） 三河屋旅館 歴史 2 

4/1 箱根小涌谷温泉 さつきの名所（三河屋旅館チラシ） 三河屋旅館 歴史 2 

4/1 紅葉の名所 清澄豊富の温泉（三河屋旅館チラシ） 三河屋旅館 歴史 2 

10/22 絵葉書「箱根湯本温泉全景」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「箱根乙女峠ノ富士」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「箱根芦ノ湖ノ景」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「相模名所小田原海岸」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「箱根名勝 元箱根と芦ノ湖」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「箱根名勝 権現神社」 個人 歴史 1 

10/22 絵葉書「相州箱根湯本温泉 小川旅館」 個人 歴史 2 

10/22 絵葉書「芦ノ湖畔ヲ行ク展望バス」 個人 歴史 1 

10/22 絵はがき「麗はしの箱根十六景」 個人 歴史 8 

1/24 高級箱根案内（熊谷治純製作） 個人 歴史 1 

1/24 箱根写真アルバム 個人 歴史 1 

1/24 最も新しき江之島鎌倉名勝図絵（熊谷治純製作） 個人 歴史 1 

 

  （２） 図書資料 他 

著者・出版社 書名等 

湖西市文化財調査報告書 46集 古見古窯群

と谷上古窯群 
コサイシ産業部文化観光課文化係 

青淵 第 901号 公益財団法人渋沢栄一記念財団 

大雄 2024年緑風号（通巻 174号） 大雄山最乗寺 

寒川町史研究 第 35号 寒川町史編集委員会 

川崎市市民ミュージアム 紀要 第 36集 川崎市市民ミュージアム 

東京都江戸東京博物館紀要 第 14号 東京都江戸東京博物館 

神奈川県埋蔵文化財センター 年報 35 神奈川県教育委員会 

神奈川県埋蔵文化財調査報告書 69 神奈川県教育委員会教育局生涯学習部文化遺産課中村町駐在事務所 

資料館資料 22 大磯町助役日誌 大正八年

一月～一二月 
大磯町郷土資料館 
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大田区立郷土博物館紀要 第 25号 大田区立郷土博物館 

神奈川県博物館協会会報 第 95号 神奈川県博物館協会 

秦野の遺跡 16 神奈川県秦野市 大原遺跡

9501地点 
株式会社玉川文化財研究所 

寒川町埋蔵文化財調査報告書第 14集 令和

2・3年度試掘調査 宮山根岸遺跡第 2次調

査―令和 2・3年度町内遺跡発掘調査報告書 

寒川町教育委員会教育政策課 

伊豆の国市文化財調査報告 No.19 伊豆の

国市埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ 
伊豆の国市教育委員会 

伊豆の国市文化財調査報告 No.20 韮山城

跡及び付城跡群総合調査報告書 
伊豆の国市教育委員会 

三島宿関係史料集 13「三島 問屋場・町役

場文書」 
三島市郷土資料館 

三島宿へようこそ 三島市郷土資料館 

神奈川県逗子市 埋蔵文化財緊急調査報告書

18 ―令和 2年度― 
逗子市教育委員会 

かながわ考古学財団調査報告 341 寺山大仙

寺遺跡―新東名高速道路（秦野市大仙寺地

区）建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査― 

公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 342 田谷町堤

遺跡 国道 468号（高速横浜環状南線 横浜

市田谷地区）建設事業に伴う発掘調査 第 1

分冊 

公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 342 田谷町堤

遺跡 国道 468号（高速横浜環状南線 横浜

市田谷地区）建設事業に伴う発掘調査 第 2

分冊 

公益財団法人 かながわ考古学財団 

潮騒ガイドブック 19 三浦半島の関東大震

災 
倉持卓司 

横浜市教育委員会埋蔵文化財調査報告書 1 

神奈川県横浜市港北区 小机城跡 令和 3・

4年度小机城跡埋蔵文化財試掘調査報告書 

公益財団法人 横浜市ふるさと歴史財団 埋蔵文化財センター 

箱根ジオミュージアム展示解説書 山口珠美・笠間友博・谷圭司編著 

相武地域史研究会第 4回シンポジウム 軍

隊・戦争と地域社会―津久井・横浜・小田原

―報告書 

アジア太平洋戦争期の相武地域史研究会 

名勝三溪園保存整備事業報告書（中間Ⅱ） 

令和 5年度 
公益財団法人三溪園保勝会 

令和 5年度かながわの遺跡展 華ひらく律令

の世界 

神奈川県教育委員会教育局生涯学習部文化遺産課中村町駐在事務所

（埋蔵文化財センター） 

中世佐渡国モノ語り―考古資料にみる中世の

くらし― 
新潟県佐渡市（世界遺産推進課） 

中世佐渡国モノ語り展・講演会 資料集 新潟県佐渡市（世界遺産推進課） 

2023年度 地域調査報告書 神奈川 愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科 服部ゼミ 

歩いて学ぶ東海道 57次 志田威 

郷土神奈川 第 61号 県立図書館調査部地域資料課編 

郵政博物館 研究紀要 第十五号 秋元子爵

家旧蔵「東海道絵巻」（一） 
杉山正司 山本光正 波多野純 

神奈川県温泉地学研究所 第 55巻  神奈川県温泉地学研究所 

青淵 第 902号 （財）渋沢栄一記念財団 

町立湯河原美術館 25年の記録 1998-2023 町立湯河原美術館 

横浜市史資料室紀要 第 14号 
公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団近現代歴史資料課市史資料室担

当 

横浜市史資料室報告書 令和五年度 戦前・

戦中期横浜の小学校―震災と戦争のはざまで 

公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団近現代歴史資料課市史資料室担

当 
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小田原市郷土文化館研究報告 No.60 小田原市郷土文化館 

八代亜紀アートコレクション ―私の世界へ

ようこそ― 
株式会社ミリオン企画 

水と村の歴史 ―信州農村開発史研究所紀要 

第 35号― 
信州農村開発史研究所 

水と村の歴史 ―信州農村開発史研究所紀要 

第 36号― 
信州農村開発史研究所 

水と村の歴史 ―信州農村開発史研究所紀要 

第 37号― 
信州農村開発史研究所 

信州農村開発史研究所報 第 166・167号 斎藤洋一 

神奈川県相模原市 中村遺跡第９地点 株式会社四門 文化財事業部 

佐久市五郎兵衛記念館 古文書調査報告書 

第 17集 
佐久市五郎兵衛記念館 

男の隠れ家 開運の旅（2024年 5月号） 株式会社プラネットライツ 

ミツカン水の文化センター機関誌 水の文化

第 76号 
ミツカン水の文化センター 

神奈川近代文学館 第 164号 荻野アンナ 

平塚市博物館年報 第 47集 平塚市博物館 

平塚市博物館研究報告 自然と文化 第 47

号 
平塚市博物館 

令和五年度春季特別展 ひらつかの古道を行

く 
平塚市博物館 

小田急山のホテル 庭園のツツジとシャクナ

ゲ 
小田急山のホテル 

MUSEOLOGIST 39 2023年度明治大学学芸員

養成課程年報 
明治大学学芸員養成課程 

渋川市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 59集 

渋川市市内遺跡 17 
渋川市教育委員会 

渋川市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 58集 

石原西浦遺跡 
渋川市教育委員会 

第 27回全国染織作品展 シルク博物館 

ワンコインシリーズ⑳ 箱根町立郷土資料館

ハンドブック 箱根の歴史と文化 箱根旧街道

～箱根八里・東坂を行く 

箱根町教育委員会 

箱根温泉史 七湯から十九湯へ 箱根温泉旅館協同組合 

横須賀市博物館研究報告（自然科学）第 71

号 
横須賀市自然・人文博物館 

横須賀市博物館研究報告（人文科学）第 68

号 
横須賀市自然・人文博物館 

公立博物館学芸員の就業状況に関する調査報

告 
中川 俊宏 

青淵 第 903号 （財）渋沢栄一記念財団 

鶴見大学博物館学芸員課程年報 第 5号 鶴見大学博物館学芸員課程 

横浜市歴史博物館ニュース No.56 横浜市歴史博物館 

思文閣古書資料目録 第二百八十一号 思文閣出版 

地域創造レター 財団法人地域創造 

群馬県立歴史博物館紀要 第 45号 群馬県立歴史博物館 

松江市歴史史料集 6 行列関係史料集 1 

駅々御本陣御間取絵図 
松江市文化スポーツ部松江城・資料調査課 

第 46回 神奈川県遺跡調査・研究発表会 神奈川県考古学会 

神奈川県藤沢市 今田遺跡 第 4次調査 発

掘調査報告書 
藤沢市教育委員会 
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神奈川県藤沢市 市内遺跡試掘・確認調査報

告書 4 －平成 8（1996）年・平成 9年

（1997）年度実施の埋蔵文化財試掘・確認調

査－ 

藤沢市教育委員会 

二本松市文化財調査報告書第 81集 令和 5

年度市内遺跡試掘調査報告書 上竹遺跡 岩

代古内館跡 杉沢館跡 

二本松市教育委員会 

二本松市文化財調査報告書第 82集 二本松

城跡 36 －令和 5年度災害復旧事業報告書 
二本松市教育委員会 

歴史民俗研究 第 22回櫻井徳太郎賞受賞論

文・作文集 
板橋区教育委員会事務局生涯学習課文化財課 

小田原の遺跡探訪シリーズ 19 小田原城三

の丸 －近代武家地とその下に広がる遺跡 
小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書第 212集 小田原

城八幡山古郭鍛冶曲輪東堀第Ⅱ地点 小田原

城八幡山古郭東曲輪第Ⅱ地点 小田原城八幡

山古郭字八幡枝堀第Ⅲ地点・本曲輪北堀第Ⅰ

地点 小田原城八幡山古郭三味線堀東堀第Ⅰ

地点 小田原城八幡山古郭東曲輪南堀第Ⅰ地

点 小田原城八幡山古郭八幡北堀第Ⅰ地点 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書第 213集 小田原

城下香沼屋敷跡第Ⅸ地点 小田原城百姓曲輪

第Ⅲ地点 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書第 214集 平成

26・27・28年度試掘調査 －小田原城とそ

の城下関連遺跡－ 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書第 215集 平成

26・27・28年度試掘調査 －小田原市域の

遺跡－ 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書第 216集 小田原

城三の丸弁財天跡第Ⅵ・Ⅹ・Ⅺ地点 
小田原市教育委員会 

神奈川県小田原市 久野北窪山遺跡第Ⅱ地点 玉川文化財研究所 

令和 5年 小田原市遺跡調査発表会 発表要

旨 
小田原市教育委員会 

令和 4年小田原市遺跡講演会 なんで古墳を

造ったの？ －小田原の古墳時代後期－ 記

録集 

小田原市教育委員会 

2023年度企画展示 歴博色尽くし 国立歴史民俗博物館 

大和市史資料叢書 19 上和田の信法寺所蔵

資料 －寺務記録等（近世）－ 
大和市文化スポーツ部文化振興課 

横浜植物会年報 第 53号 横浜植物会 

シシマイブック 東京文化財研究所無形文化遺産部/シシマイ学会 

第 18回無形民俗文化財研究協議会報告書 

民具を継承する 安易な廃棄を防ぐために 
東京文化財研究所 無形文化遺産部 

藤沢市史研究 第 56号 藤沢市史編さん委員会 

小田原市談 第 277号 小田原史談会 

令和 5年度 博士後期課程学位論文 箱根地

方に残る親鸞の伝承について 
武蔵に大学大学院 仏教学研究科 博士後期課程 西島達也 

西上総文化会会報第 84号 西上総文化会会報委員会 

自由民権 37号 町田市立自由民権資料館 

神奈川大学学芸員課程年報 第 13号 神奈川大学学芸員課程部会 

港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

書 54 神隠丸山遺跡Ⅱ 縄文時代後期編 
公益財団 横浜市ふるさと歴史財団 埋蔵文化財センター 

神奈川県藤沢市 東海道藤沢宿遺跡 第 13

次発掘調査報告書 
株式会社 斉藤建設 
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神奈川県茅ケ崎市 御屋敷 B遺跡第 13次調査 

発掘調査報告書 
株式会社斉藤建設 

神奈川県茅ケ崎市 西久保上ノ町遺跡第 21次

発掘調査報告書 
株式会社斉藤建設 

神奈川県茅ケ崎市 円蔵下ヶ町遺跡第 19次発

掘調査報告書 
株式会社斉藤建設 

神奈川県茅ケ崎市 萩園辻西遺跡第 1次発掘

調査報告書 
株式会社斉藤建設 

神奈川県茅ケ崎市 小和田池袋 A遺跡第 2次

発掘調査報告書 
株式会社斉藤建設 

神奈川県鎌倉市 長谷小路周辺遺跡発掘調査

報告書 －由比ガ浜三丁目 199番 37、42地

点ー－ 

株式会社斉藤建設 

箱根に咲く花 勝山 輝男 

平塚市試掘・確認調査報告書５ 平塚市教育委員会 

令和六年第 59回明治古典会 七夕古書大入

札会 
明治古典会 

平塚市埋蔵文化財シリーズ５４ 山王 B遺跡 

－第 7地点－ 
平塚市遺跡調査会編 

文京区立森鴎外記念館 NEWS No.47 文京区立森鴎外記念館 

史跡箱根関所 箱根町教育委員会 

神奈川を掘るⅤ 玉川文化財研究所 研究論

集 2024 戸田哲也追悼号 
玉川文化財研究所 

神奈川県平塚市 構之内遺跡第 9地点 発掘

調査報告書 
株式会社玉川文化財研究所 

大雄 2024年盛夏号（通巻 175号） 大雄山最乗寺 

青淵 第 904号 （財）渋沢栄一記念財団 

箱根 No.295 箱根神社社務所 

自然科学のとびら 第 30巻 2号（通巻 115

号） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

かながわの民俗芸能 第 88号 神奈川県民俗芸能保存協会 

土浦市立博物館第 44回特別展 土浦のたか

らもの－守り伝える、未来へー 
土浦市立博物館 

土浦市立博物館紀要 第 34号 土浦市立博物館 

関東の四紀 39 関東第四紀研究会 

群馬県吾妻郡中之条町 国指定史跡荒船・東

谷風穴蚕種貯蔵所跡 東谷風穴蚕種貯蔵所跡

調査報告書 6 

中之条町教育委員会 

扣之帳 第 82号 扣之帳刊行会 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.48 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

地域文化施設におけるアウトリーチ・ワーク

ショップの成果や効果にもとづく今後の展開

に関する調査研究報告書 

一般財団法人地域創造 

史跡水子貝塚整備基本計画 富士見市教育委員会 

足柄乃文化 第 51号  山北町地方史研究会 

全史協会報 令和５年度 全国史跡整備市町村協議会事務局 

炎の証言 第 23号 平塚の空襲と戦災を記録する会 

相模原市埋蔵文化財調査報告書 78 矢掛・

久保遺跡 第 10・11・13次調査—都市計画道

路宮上横山線道路改良工事に伴う発掘調査— 

相模原市教育委員会 

相模原市埋蔵文化財調査報告書 76 橋本遺

跡 第 20次調査—個人住宅建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査— 

相模原市教育委員会 
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相模原市埋蔵文化財調査報告書 79 千木良

宮ノ台遺跡—宅地造成事業に伴う工事立会緊

急発掘調査報告書― 

相模原市教育委員会 

七夕伝説の謎を解く 勝俣隆 

山の観光史 高嶋修一 

特別展 近代輸出漆器のダイナミズム 神奈川県立歴史博物館 

『茂原市史資料編Ⅰ (原始・古代・中世考

古)』補足資料 1 
茂原市史編さん委員会 

富士山叢書 冨嶽信仰百景 おふだと絵図に

みる富士山信仰 
ふじさんミュージアム編 

84.7 Navi  

千葉県印旛郡酒々井町 本佐倉城跡発掘調査

報告書 V 
酒々井町教育委員会 

神奈川近代文学館 第 165号 荻野アンナ 

帰ってきた橋本治展 公益財団法人 神奈川文学振興会 

青淵 第 905号 （財）渋沢栄一記念財団 

ミツカン水の文化センター機関誌 水の文化

第 77号 
ミツカン水の文化センター 

昭和館館報 第 25号（令和 5年度） 昭和館 

小田原市談 第 278号 小田原史談会 

北条五代と家中の武装 竹村雅夫 

神奈川県立歴史博物館 No.1（2024 

Vol.30） 
神奈川県立歴史博物館 

季刊湘南自然誌 Vol.33 2024年春の記録

号 
湘南自然誌編集部 堀田佳之介・富岡誠一 

特別展 Colorful JAPAN ―幕末・明治手彩

色写真への旅  
神戸市立博物館 

上遠原遺跡—倉庫建設工事に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書 
技研コンサル株式会社 

箱根・仙石原の四季物語—16年間過ごした著

者が綴る仙石原 158選 
加藤学 

春の特別展「東海道中お寺めぐり」 茅ヶ崎市博物館 

茅ヶ崎市博物館研究紀要 1 茅ヶ崎市博物館 

神奈川県横浜市 森戸原遺跡発掘調査報告書 明星大学考古学研究部 OB会 

小田原地方史研究 第 32号 小田原地方史研究会 

明治期、日本の避暑地—日光・箱根・軽井沢

を拓いた外国人— 
高見沢隆 

横須賀市文化財調査報告書 第 59集 米ヶ

浜砲台跡 横須賀軍港防禦砲台 
横須賀市教育委員会 

令和 5年度 富士箱根伊豆国立公園箱根地域

シカ管理対策 検討調査業務報告書 
株式会社 野生動物保護管理事務所 

SAISON express6  

月刊 おとなりさん 西村隆太 

神奈川県小田原市 久野北久保上遺跡第Ⅱ地

点 
玉川文化財研究所 

小田原市文化財調査報告書第 209集 別堀十

二天遺跡第 XII・XIII・XIV・XV地点 
小田原市教育委員会 

平成 22年度小田原市緊急発掘調査報告 6・7 

池上前畑遺跡第Ⅱ・Ⅲ地点 
小田原市教育委員会編 

平成 25年度小田原市緊急発掘調査報告書 5 

小田原城三の丸東堀第Ⅺ地点 
小田原市教育委員会 
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小田原市文化財調査報告書 第 206集 小田

原城下妙光寺旧境内遺跡第Ⅰ地点 小田原城

下感応寺旧境内遺跡第Ⅱ・Ⅲ地点 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書 第 207集 平成

23・24・25年度試掘調査 小田原城とその

城下関連遺跡 

小田原市教育委員会 

小田原市文化財調査報告書 第 208集 平成

23・24・25年度試掘調査 小田原市域の遺

跡 

小田原市教育委員会 

修士論文「銃後」における旅館と地域社会－

学童集団疎開の受け入れの視点から― 
一橋大学大学院社会学研究科修士課程 

富士山等の噴火に伴う影響及び噴火物対策に

関する対応方針—過去からの知見を積み重ね

事態を想定した行動を提言する― 

富士山と酒匂川流域 噴火と減災を考える会 

酒匂川流域に関する要望書 「東西交通の要

衝の地」 富士山噴火等の大規模災害に備え

るため 

富士山と酒匂川流域 噴火と減災を考える会 

特別展 黄泉っ国から―富山の古墳時代— 富山県埋蔵文化財センター 

観光美化・自然愛護優秀作品集 令和 5年度 箱根町 

かながわ考古学財団調査報告 338 河村新城

跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

阿賀野市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 19

集 一般県道新関水源停車場線道路改良工事

に伴う遺跡発掘調査報告書 土橋遺跡 

阿賀野市教育委員会 

神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書 99 河

原口坊中遺跡第 12次調査 
株式会社玉川文化財研究所 

神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書 99 河

原口坊中遺跡第 12次調査 
株式会社玉川文化財研究所 

かながわ考古学財団調査報告 338 河村新城

跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 335 菖蒲平台

遺跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

神奈川県藤沢市 長後上ノ原遺跡第 4次調査 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県相模原市 田名金山遺跡 発掘調査

報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

川崎市高津区 末永向台遺跡第 10地点 末

永向台古墳群 発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県座間市 蟹ヶ澤遺跡 第 3次調査 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 赤羽根 二図 B遺跡第 7

次調査 発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 矢畑 鐘ヶ谷遺跡第 4次

調査 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県秦野市 大原遺跡 2019-04地点 発

掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県秦野市 大原遺跡 2018-09地点 発

掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 西久保上ノ町遺跡第 20

次調査 発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

川崎市宮前区 野川西耕地遺跡第 10地点 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県藤沢市 高倉枯藪遺跡第 5次調査 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 本村 居村 A遺跡第 10

次調査 発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県座間市 下谷遺跡第 3次調査 発掘

調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県座間市 下谷遺跡第 2次調査 発掘

調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 
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横浜市緑区 鴨居中通遺跡 発掘調査報告書 有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 大屋敷Ａ遺跡第 6次調査 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

神奈川県茅ケ崎市 小桜町遺跡第 1次調査 

発掘調査報告書 
有限会社 吾妻考古学研究所 

かながわ考古学財団調査報告 339 御伊勢森

遺跡 第 2次調査 上粕屋・黒岩遺跡 上粕

屋・北久保遺跡 

公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 339 御伊勢森

遺跡 第 2次調査 上粕屋・黒岩遺跡 上粕

屋・北久保遺跡 

公益財団法人 かながわ考古学財団 

横浜市戸塚区 舞岡熊之堂遺跡 発掘調査報

告書 
公益財団法人 横浜市ふるさと歴史財団 埋蔵文化財センター 

横浜市戸塚区 舞岡熊之堂遺跡 発掘調査報

告書 
公益財団法人 横浜市ふるさと歴史財団 埋蔵文化財センター 

かながわ考古学財団調査報告 337 汲沢町吹

上ケ遺跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 340 八沢漆久

保遺跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

かながわ考古学財団調査報告 336 田谷町相

ノ田谷遺跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

特別史跡新居関跡保存活用計画 湖西市教育委員会 

令和 5年度 神奈川県立公文書館年報 神奈川県立公文書館 

令和 6（2024）年度 国立歴史民俗博物館 要

覧 
国立歴史民俗博物館 

令和 6年度夏期特別展 標本で！植物観察 平塚市博物館 

駒澤大学博物館学講座年報 2023年度 駒澤大学博物館学講座 

専修大学 令和 5年度 資格課程年報『Ｐａ

ｓｓｏ ａ Ｐａｓｓｏ』 
専修大学 

青淵 第 906号 （財）渋沢栄一記念財団 

茅ヶ崎市文化振興財団調査報告書 11 神奈

川県茅ケ崎市 浜之郷本社 B遺跡 集合住宅

建設工事に伴う発掘調査報告書 

財団法人 茅ヶ崎市文化振興財団 

茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告 68 神奈川県

茅ケ崎市 市内遺跡試掘・確認調査報告 XX

Ⅱ ―れいわ 4（2022）年度実施の埋蔵文化

財試掘・確認調査報告 

茅ヶ崎市教育委員会 

茅ヶ崎市埋蔵文化財調査報告 70 神奈川県

茅ケ崎市 国指定史跡下寺尾官衙遺跡群Ⅲ 
茅ヶ崎市教育委員会 

観測だより 通巻第 74号 神奈川県温泉地学研究所 

令和 6年度小田原市郷土文化館企画展 学校

に眠るお宝展 
小田原市郷土文化館 

和歌山県近代の文化遺産調査報告書Ⅱ―県内

所在把握調査― 
和歌山県教育委員会 

小田原城天守閣特別展 小田原ゆかりの刀剣 小田原城総合管理事務所 

小田原城天守閣特別公開 酒顚童子絵詞 小田原城総合管理事務所 

寄木に生きるⅡ 守破離する九十翁本間昇 本間 昇著 

大雄 2024年錦繍号（通巻 176号） 大雄山最乗寺 

大学的神奈川ガイドーこだわりの歩き方 平山昇 

扣之帳 第 83号 扣之帳刊行会 

青淵 第 907号 （財）渋沢栄一記念財団 

二所詣の参詣形態から探る鎌倉幕府における

将軍と執権の攻防 
神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究会 
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箱根文芸 60 箱根町文化団体連絡協議会 

箱根文芸 60 箱根町文化団体連絡協議会 

特別展図録 生命の星・地球博物館の 30年

－120万点から厳選した資料で振り返るー 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

テルマエ お風呂でつながる古代ローマと日

本 
青幻社 

神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書 102 三

田林根遺跡第 5地点 
株式会社玉川文化財研究所 

令和 6年度小田原城天守閣特別展 お城に動

物園があった ー小田原動物園の 26,738日 
小田原城総合管理事務所 

令和 6年度特別展 と・YAMATAI国 ー弥生

時代の富山へタイムスリップ  
富山県埋蔵文化財センター 

埋文とやま vol.165 富山県埋蔵文化センター 

埋文とやま vol.166 富山県埋蔵文化センター 

埋文とやま vol.167 富山県埋蔵文化センター 

埋文とやま vol.168 富山県埋蔵文化センター 

藤沢市文化財調査報告書 第 59集 藤沢市生涯学習部郷土歴史課 

神奈川県立生命の星・地球博物館年報 第

29号（2023年度） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

第 19回板橋区伝統工芸展 江戸手描友禅 寺

澤森秋―時代を彩る染と技 
板橋区立郷土資料館 

ものと人間の文化史 191 鷹 根崎光男 

特別展 仮面絢爛 ―中世音楽と芸能があら

わす世界― 
神奈川県立歴史博物館 

100年先まで伝えたい ―関東大震災 小田

原の記憶― 
小田原史談会 

世田谷区の歴史と文化 ―世田谷区立郷土資

料館展示ガイドブック 
世田谷区立郷土資料館 

成城の歩み 100年 世田谷区立郷土資料館 

世田谷区立郷土資料館 資料館だより №79 世田谷区立郷土資料館 

世田谷区立郷土資料館 資料館だより №80 世田谷区立郷土資料館 

野村生涯教育だより No.441 野村生涯教育センター 

神奈川近代文学館 第 166号 荻野アンナ 

箱根 No.296 箱根神社社務所 

神奈川県相模原市 鵜野森柏木遺跡第 6地点 株式会社四門 文化財事業部 

神奈川県川崎市高津区 上作延別所遺跡 株式会社 四門 

神奈川県伊勢原市 上粕屋・久保上遺跡第１

次調査 
伊勢原大山インター土地区画整理組合 株式会社パスコ 

相模原市緑区 青山開戸遺跡第２次調査 有限会社吾妻考古学研究所 

神奈川県厚木市 下萩野新宿遺跡 有限会社吾妻考古学研究所 

神奈川県大和市 下鶴間乙二号遺跡第 1地点 有限会社 吾妻考古学研究所 

群馬県立歴史博物館第 110回企画展展示図録 

日本開国と群馬の生糸 ―鉄道・蒸気船・電

信― 

群馬県立歴史博物館 

第 66回特別展 自然へのまなざし ―江戸

時代の自然観― 
長野市立博物館 

長野市立博物館 紀要 第 24号（人文系） 長野市立博物館 

長野市立博物館収蔵資料目録 歴史 16 善

光寺宿本陣藤井家文書 
長野市立博物館 
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館林市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 61集 

館林市内遺跡発掘調査報告書 ―令和 4年度

各種開発に伴う埋蔵文化財調査― 

館林市教育委員会 

神奈川県埋蔵文化財発掘調査報告書 101 諏

訪前 A遺跡第 18地点 七ノ域遺跡第 15地点 
大成エンジニアリング株式会社 

没後 15年 庄野潤三展 ―生きていること

は、やっぱり懐かしいことだな― 
公益財団法人神奈川文学振興会 

没後 10年 古田足日のぼうけん 公益財団法人神奈川文学振興会 

かながわ考古学財団調査報告 343 原宿東谷

遺跡 
公益財団法人 かながわ考古学財団 

特別展 「社寺明細帳図 ―明治 13年神奈

川県下の神社・寺院の姿― 
神奈川県立金沢文庫 

特別展 かながわへのまなざし 神奈川県立歴史博物館 

全史協関東地区協議会 令和 6年度総会及び

研修会資料 
全国史跡整備市町村協議会事務局 

お家をまわる子育て地蔵 平塚市博物館 

企画展示 歴史の未来 ―過去を伝える人・

もの・データ― 
国立歴史民俗博物館 

町立箱根湿生花園開園 30周年記念 箱根湿

生花園 30年のあゆみ Since：1976～2006 
箱根町 

馬の博物館 研究紀要 第 24号 馬事文化財団 

逗子市市政 70周年・葉山町政 100周年 第

１号墳 整備工事完成記念講演会 史跡整備

で甦る長柄桜山古墳群の時代 

 

あつぎ郷土博物館収蔵品目録 火の用心/火

伏信仰資料 
あつぎ郷土博物館 

あつぎガイド⑥ 火の用心 －あつぎの秋葉

信仰 
あつぎ郷土博物館 

山と川の暮らし 川崎市立日本民家園 

第 24回博物館文化祭 －ワーキンググルー

プ活動報告 
 

箱根御関所日記書抜 上 箱根古文書を学ぶ会 編 

扣之帳 八十四号 青木良一 

馬事文化財団年報 通刊第 45号（2023） 公益財団法人馬事文化財団 

観光と考古学 Vol.5 観光考古学会 

鎌倉市 陣出遺跡 －鎌倉市寺分字上陣出

393番の 11外地点 
株式会社 イビソク 神奈川営業所 

神奈川県相模原市 当麻亀形遺跡第 3地点 株式会社 NTTドコモ 国際文化材株式会社 

東海道見聞録 ニッセイエブロ㈱ 

民俗芸能 通巻第一〇二号 一般財団法人 日本青年館公益事業部 

川崎市青少年科学館紀要 第 33号 川崎市青少年科学館 

川崎市青少年科学館紀要 第 34号 川崎市青少年科学館 

全国遺跡報告総覧登録マニュアル 2024年 9

月号 

独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所 企画調整部 文

化財情報研究室 

デジタル技術による文化財情報の記録と利活

用 報告タイトル総目録 2024 

独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所 企画調整部 文

化財情報研究室 

発掘調査報告書総目録 神奈川県編 
独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所 企画調整部 文

化財情報研究室 

外国奉行と神奈川奉行 横浜開港資料館 横浜都市発展記念館 

厚木市埋蔵文化財調査報告書 第 14週中依

知上原遺跡第 3地点 
厚木市教育委員会 

飛天 令和 6年度会報 公益社団法人日本文化財保護協会 
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公益社団法人 日本文化材保護協会 第 8号 

2024.9 
公益社団法人 日本文化材保護協会 

生物資源科学 第 33巻 日本大学生物物資科学部博物館 

大雄 2025年新春号（通巻 第 177号） 大雄山最乗寺 

青淵 第 908号 公益財団法人渋沢栄一記念財団  

青淵 第 910号 公益財団法人渋沢栄一記念財団  

報徳博物館だより No.8（通算 No.115） 公益財団法人 報徳福運社 報徳博物館 

横浜市歴史博物館 News No.57 2024.8 横浜市歴史博物館 

お札と切手の博物館ニュース Vol.54 お札と切手の博物館（国立印刷局） 

自然科学のとびら 第 30巻 4号（通巻 117

号） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

市史通信 第 51号 横浜市資料室 

館報「茂吉記念館だより」第 27号 公益財団法人 斎藤茂吉記念館編 

文京区立森鴎外記念館 NEWS No.49 文京区立森鴎外記念館 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.49 No.2 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

神奈川県立歴史博物館だより（通巻 227号） 

Vol.30 No.2 
 

神奈川県立公文書館だより 神奈川県立公文書館 

日本民家園だより Vol.101 川崎市立日本民家園 

文京ふるさと歴史館だより 第 31号  

市史通信 第 50号 横浜市資料室 

自然科学のとびら 第 30巻 3号（通巻 116

号） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

長野市立博物館 博物館だより 第 124号 長野市立博物館 

長野市立博物館 博物館だより 第 125号 長野市立博物館 

長野市立博物館 博物館だより 第 126号 長野市立博物館 

長野市立博物館 博物館だより 第 127号 長野市立博物館 

長野市立博物館 博物館だより 第 128号 長野市立博物館 

小田原市談 第 279号 小田原史談会 

小田原市談 第 280号 小田原史談会 

季刊湘南自然誌 Vol.34  湘南自然誌編集部 堀田佳之介・富岡誠一 

季刊湘南自然誌 Vol.35  湘南自然誌編集部 堀田佳之介・富岡誠一 

第 101回 東京箱根間往復大学駅伝競走（公

式プログラム） 
一般社団法人関東学生陸上競技連盟 

市民科学プロジェクト 市民科学ニューズレ

ター NO.5 
国立国語研究所 

三島大社 お明神さま（通巻第 254号） 三島大社 

三島大社 お明神さま（通巻第 255号） 三島大社 

三島大社 お明神さま（通巻第 256号） 三島大社 

全国神楽継承・振興協議会会報 KAGURA 

No.4 
全国神楽継承・振興協議会事務局（宮崎県教育庁文化財課内） 

社報「鶴岡」No.139 鶴岡八幡宮 

風流美 35号 伝匠舎 株式会社 石川工務所 

厚木市史たより 第 29号 厚木市教育委員会文化財保護課 

厚木市史たより 第 30号 厚木市教育委員会文化財保護課 
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日本民家園だより Vol.100 川崎市立日本民家園 

Yokohama Lacquer News －神奈川県立歴史博

物館－ 
神奈川県立歴史博物館 

ワンコインシリーズ⑲ 箱根の歴史と文化 

－国指定重要無形民俗文化財－ 箱根の湯立

獅子舞 

箱根町教育委員会 

ワンコインシリーズ③ 仙石原コース（令和

7年 1月 31日改訂版） 
箱根町教育委員会 

第 38回 箱根馬子唄日本一全国大会 箱根馬子唄保存会 

三島大社 お明神さま（通巻第 250号） 三島大社 

三島大社 お明神さま（通巻第 252号） 三島大社 

報徳博物館だより No.6（通算 No.113） 公益財団法人 報徳福運社 報徳博物館 

小田原史談 第 274号 小田原史談会 

小田原史談 第 275号 小田原史談会 

三島大社 お明神さま（通巻第 251号） 三島大社 

東京家政学院創立 100周年記念 令和５年度

第３５回特別展 
東京家政学院生活文化博物館 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.48 No.2 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

横浜市歴史博物館 News No.55 2023.8 横浜市歴史博物館 

厚木市史たより 第 27号 厚木市教育委員会文化財保護課 

厚木市史たより 第 28号 厚木市教育委員会文化財保護課 

市史通信 第 47号 横浜市資料室 

横浜市歴史博物館 News No.54 2023.4 横浜市歴史博物館 

大雄 2024年緑風号（通巻 173号） 大雄山最乗寺 

信州農村開発史研究所報 第 163号 斎藤洋一 

世田谷区立郷土資料館 資料館だより №76 世田谷区立郷土資料館 

郷土博物館だより No.84 調布市郷土博物館 

風流美 34号 伝匠舎 株式会社 石川工務所 

市民科学プロジェクト 市民科学ニューズレ

ター NO.2 
国立国語研究所 

横浜みなと博物館ニュース No.1 横浜みなと博物館 

伊豆の国市郷土資料館 資料館だより 特集 

狩野川台風から六十五年 
伊豆の国市郷土資料館 

Humaanity&Nature Newsletter No.89 大学共同利用機関法院 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 

Humaanity&Nature Newsletter No.87 大学共同利用機関法院 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.48 No.1 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

ハマ発 NEWSLETTER 第 39号 横浜都市発展記念館 

神奈川近代文学館 第 160号 神奈川近代文学館 

MARUBI ふじさんミュージアムだより 

No.48 
ふじさんミュージアム 

国立ハンセン病資料館 資料館だより 

No.120 
 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.47 No.4 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

埋文とやま vol.161 富山県埋蔵文化センター 

埋文とやま vol.162 富山県埋蔵文化センター 

埋文とやま vol.164 富山県埋蔵文化センター 
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信州農村開発史研究所報 第 164・5号 斎藤洋一 

第 23回博物館文化祭 －ワーキンググルー

プ活動展示・報告会・実演 
第２３回博物館文化祭実行委員会 

世田谷区史 編さんだより 第８号 世田谷区政策企画課区史編さん担当 

神奈川近代文学館 第 162号 神奈川近代文学館 

社報「鶴岡」No.138 鶴岡八幡宮 

開港のひろば No.155 横浜開港資料館 

報徳博物館だより No.7（通算 No.114） 公益財団法人 報徳福運社 報徳博物館 

自然科学のとびら 第 29巻 3号（通巻 112

号） 
神奈川県立生命の星・地球博物館 

沼津市歴史民俗資料館だより Vol.48 No.3 沼津市歴史民俗資料館 沼津市明治史料館 

日本民家園だより Vol.99 川崎市立日本民家園 

国立ハンセン病資料館 資料館だより 

No.121 
 

館報「茂吉記念館だよりー没後７０周年記念

－」第 26号 
公益財団法人 斎藤茂吉記念館編 

文京区立森鴎外記念館 NEWS No.44 文京区立森鴎外記念館 

文京区立森鴎外記念館 NEWS No.45 文京区立森鴎外記念館 

季刊湘南自然誌 Vol.26  湘南自然誌編集部 堀田佳之介・富岡誠一 

お札と切手の博物館ニュース Vol.53 お札と切手の博物館（国立印刷局） 

神奈川県立公文書館だより 第 49号 神奈川県立公文書館 

市史通信 第 48号 横浜市資料室 

世田谷区立郷土資料館 資料館だより №77 世田谷区立郷土資料館 

世田谷区立郷土資料館 資料館だより №78 世田谷区立郷土資料館 

東京家政大学博物館年報 令和 5年度 東京家政大学博物館 

令和６年度特別展 樺太紀行 ～徳丸の人類

学者と樺太の北方諸民族～ 
板橋区立郷土資料館 

巨石運搬！ 海をこえて大阪城へ 鎌田 歩 

令和 6年度 富士箱根伊豆国立公園箱根地域

シカ管理対策検討調査業務報告書 
株式会社 ForestersPRO 

青淵 第 911号 公益財団法人渋沢栄一記念財団  

神奈川近代文学館年報 2023年（令和 5

年）度 
公益財団法人 神奈川文学振興会 

神奈川近代文学館 第 167号 神奈川近代文学館 

かながわ鉄道配線紀行 森川天喜 

町制施行 100周年記念誌 葉山 葉山町 

 （受付順） 
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 ３ 資料の利用 

  （１） 貸出 

貸出日 資   料   名 方法 貸 出 先 使  用  目  的   

7/30 
菩薩面（阿弥陀寺所蔵、郷土資料

館寄託） 
貸出 神奈川県立歴史博物館 

神奈川県立歴史博物館特別展

「仮面絢爛―中世音楽と芸能が

あらわす世界―」 

展示 

 

  （２） 提供 

貸出日 資   料   名  方法 貸 出 先 使  用  目  的  

5/1 

夜討曽我（曽我物語絵巻） 

巻の１－1 
複写 

一般社団法人 法政大

学出版局 

根崎光男著『鷹』（ものと人

間の文化史シリーズ、2025

年 1月刊行予定）に掲載のた

め使用。 

 

芳虎「東海道 箱根 畑」 複写 個人 講演資料に使用するため  

絹本淡彩北条早雲像 複写 株式会社光文書院 

『社会テスト地域版』（神奈

川県内にて使用、2024年 9

月）  

 

7/26 

六道地蔵古写真 １巻 

絵葉書「箱根精進ヶ池ヨリ見タル

六道地蔵全景」 

七湯の枝折 9 

複写 
テレビ朝日映像株式

会社 

テレビ朝日「帰れマンデー見

っけ隊！！」（2024年 9月 9

日） 

TV 

8/13 箱根名所図絵 複写 個人 研究のため  

8/26 北条氏康像 複写 
NHKメディア総局第 3

制作センター 

NHK「ブラタモリ 佐野」

（2023年 7月 8日） 
TV 

8/26 北条早雲像 複写 株式会社増進堂 

社会科学習参考書『中学 自

由自在 社会』（2024年 12

月） 

 

9/1 

郷土資料館正面写真 

郷土資料館常設展写真 

郷土資料館特別展写真 

複写 箱根を守る会 

『歴史地理教育』（2024年 11

月号「探訪ミュージアム」に

掲載） 

 

9/25 

寄木洋風厨子 

箱根名産販売所よろづ屋彦三郎 

絵葉書「箱根名勝 強羅ケーブルカー

及び大地獄道」 

複写 
テレビ朝日映像株式

会社 

テレビ朝日「帰れマンデー見っ

け隊！！」（2024年 9月 30

日） 

TV 

10/4 
箱根物産店写真（『The Hakone 

District』所収） 
複写 個人 

『太平餘興』第 15冊（2024年

12月） 
 

10/7 

強羅土地㈱強羅分譲図 

強羅土地㈱の分譲広告 

箱根土地㈱分譲図 

箱根土地㈱分譲広告 

東急㈱春山荘分譲広告 

箱根土地㈱仙石原分譲広告 

複写 個人 研究のため  
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箱根土地㈱仙石原分譲図 

箱根土地㈱別荘分譲広告 

11/15 七湯の枝折のうち木賀全図 複写 株式会社髙畠配管所 調査のため  

12/9 歌川国貞「金時」 複写 個人 
『ゆるかわいきもの図鑑』

（2025年 1月） 
 

12/13 

E35.HAKONE STREET 

E67 YUMOTO HAKONE 

古写真（旭日橋と福住旅館） 

古写真（富士屋ホテルの外国人） 

神奈川県下箱根電灯発電所之景 

蘆之湯風呂内の全図（七湯の枝

折） 

複写 
株式会社オフィスラ

ピカ 

NHKWORLD JAPAN「DIVE IN 

TOKYO」（2025年 1月 29

日） 

TV 

12/24 仙石原湿原の写真 複写 コピールーム百文字 紙面への掲載  

1/21 
北条氏政肖像画 

北条氏直肖像画 
複写 

株式会社アマゾンラ

テルナ 

NHKWORLD「SAMURAI CASTLES 

Odawara Castle」（令和 7年

2月 8日） 

TV 

1/14 曾我物語絵巻 撮影 株式会社 WEED 
スカパー！「錦鯉の産直極メ

シ」（2025年 1月 31日） 
TV 

 

  「提供方法」凡例  「使用目的」凡例（成果品の形状） 

   複写：デジタル   ＴＶ：テレビ放映  展示：展示物 

   撮影：現物などの撮影  Web：ホームページ、ブログ等 

   二次：転載利用など  無印：印刷物等  

 

 

 

 

 

 



- 39 - 

 

○箱根町立郷土資料館条例 

 

(趣旨) 

第 1 条 この条例は、箱根町立郷土資料館(以下「郷土資

料館」という。)の設置、管理等に関し必要な事項を定め

るものとする。 

（設置） 

第 2 条 博物館法(昭和 26 年法律第 285 号)に基づき、考

古資料、民俗資料、文書資料等の箱根の歴史に関する資料

を収集、保管及び展示等を行うとともに、これらの資料に

関する調査研究と教育普及活動等を行い、町民の文化の向

上等に資するため、郷土資料館を箱根町湯本 266 番地に設

置する。 

(職員) 

第 3 条 郷土資料館に、館長その他の必要な職員を置く。 

(入館制限等) 

第 4 条 箱根町教育委員会(以下「教育委員会」という。)

は、次の各号のいずれかに該当する場合には、郷土資料館

の入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。 

(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認

められるとき。 

(2) 郷土資料館の施設及び付属設備並びに資料等を損傷

するおそれがあると認められるとき。 

(3) その他郷土資料館の管理上不適当と認められるとき。 

(観覧料) 

第 5 条 郷土資料館の展示品を観覧しようとする者は、観

覧料を納付しなければならない。 

2 観覧料の額は、次表のとおりとする。 

区分 観覧料の額(1 人 1 回につき) 

一般(高校生以上の者) 小学生及び中学生 

個人 
団体 

(20 人以上) 
個人 

団体 

(20 人以上) 

一般展示 300 円 250 円 150 円 100 円 

特別展示 300 円以内で町長が定める額 

備考 高校生、中学生、小学生又は園児が在学し、又

は在園する施設の活動として観覧するときの引

率者の観覧料は、無料とする。 

 (観覧料の減免) 

第 6 条 町長は、前条の規定にかかわらず、町民が社会教

育の団体活動として観覧する場合及び町内の学校が教育

課程に基づく学習活動として観覧する場合並びに公益そ

の他特に必要があると認めるときは、観覧料を減免するこ

とができる。 

(観覧料の不還付) 

第7条 すでに納付された観覧料は、返還しない。ただし、 

観覧しようとする者の責めに帰さない理由により観覧で

きなくなった場合、その他正当な理由がある場合は、この

限りでない。 

(損害賠償) 

第 8 条 入館者が郷土資料館の施設及び付属設備並びに 

資料等を損傷し、または亡失したときは、教育委員会の指

示に従い、これを原形に復し、またはその損害を賠償しな

ければならない。ただし、教育委員会が特別の事由がある

と認めたときは、この限りでない。 

 

 

 

 

(委任) 

第 9 条 この条例に定めるもののほか、郷土資料館の管

理等に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 抄 

1 この条例は、昭和 58 年 7月 21 日から施行する。 

附 則(平成 6年 3月 22 日条例第 9 号) 

この条例は、平成 6 年 4 月 1日から施行する。 

附 則(平成 11 年 3 月 29 日条例第 15 号) 

この条例は、平成 11年 4月 1日から施行する。ただ

し、第 5 条第 2 項の改正規定は、平成 11年 7月 1 日か

ら施行する。 

附 則(平成 17 年 6 月 27 日条例第 13 号) 

この条例は、公布の日から施行する。  

附 則(平成 19 年 2 月 13 日条例第 2 号)抄 

 この条例は、平成 19年 4月 1 日から施行する。 

附 則(平成 29 年 3 月 30 日条例第 13 号) 

 この条例は、平成 29年 10月 1 日から施行する。 

附 則(平成 30 年 12 月 27 日条例第 30 号)抄 

 この条例は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。

ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定

める日から施行する。 

(1)第 1 条中森のふれあい館条例第 4 条第 3 項を

削る改正規定、第 2 条中箱根町観光施設条例第 10

条第 3 項の改正規定、第 5 条の規定、第 6 条中箱

根町郷土資料館条例第 5 条第 3 項を削る改正規定

及び第 7 条中箱根関所条例第 6 条第 3 項を削る改

正規定 平成 31 年 7 月 1 日 

 

○箱根町立郷土資料館条例施行規則 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、箱根町立郷土資料館条例(昭和 58

年箱根町条例第 6 号。以下「条例」という。)第 9 条の

規定に基づき、箱根町立郷土資料館(以下「郷土資料館」

という。)の管理等に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

(開館時間) 

第 2 条 郷土資料館の開館時間は、午前 9 時から午後 4

時 30 分までとする。ただし、教育委員会が必要である

と認めるときは、開館時間を臨時に変更することができ

る。 

(休館日) 

第 3 条 郷土資料館の休館日は、次のとおりとする。 

(1) 毎週水曜日(国民の祝日に関する法律(昭和 23年法

律第 178 号)に規定する国民の祝日に当たる日を除く。) 

(2) 毎月の最終月曜日(国民の祝日に関する法律に規

定する休日に当たるときは、その翌日) 

(3) 12 月 28 日から翌年 1 月 4 日まで 

2 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、前

項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休館日を設け

ることができる。 

(入館券の交付) 

第 4 条 郷土資料館の資料(以下「資料」という。)を閲

覧しようとする者は、入館券(第 1 号様式)の交付を受け

なければならない。 

2 入館券の交付を受けた者は、退館の際これを返還し

なければならない。 

javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=E://EFServ//ss00000D81//reiki&TID=1&SYSID=100255&FNM=E://EFServ//reiki//honbun//3801700004141001h.html&INF=E://EFServ//ss00000D81//reiki//ilt_inf_00000200&LINK=TOP&HSW=1&RTOH=1','_blank')
javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=E://EFServ//ss00000D85//reiki&TID=1&SYSID=200&FNM=E://EFServ//reiki//honbun//g2300201041403311.html&INF=E://EFServ//ss00000D85//reiki//flu_inf_00000201&LINK=J9&HSW=0','_blank')
javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=E://EFServ//ss00000D85//reiki&TID=1&SYSID=200&FNM=E://EFServ//reiki//honbun//g2300201041403311.html&INF=E://EFServ//ss00000D85//reiki//flu_inf_00000201&LINK=J9&HSW=0','_blank')
javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=E://EFServ//ss00000D85//reiki&TID=1&SYSID=100375&FNM=E://EFServ//reiki//honbun//3824700004141231h.html&INF=E://EFServ//ss00000D85//reiki//ilt_inf_00000201&LINK=TOP&HSW=1&RTOH=1','_blank')
javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=E://EFServ//ss00000D85//reiki&TID=1&SYSID=100375&FNM=E://EFServ//reiki//honbun//3824700004141231h.html&INF=E://EFServ//ss00000D85//reiki//ilt_inf_00000201&LINK=TOP&HSW=1&RTOH=1','_blank')
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(観覧券の交付) 

第 5 条 観覧料を納付した者に対しては、観覧券(第 2 号

様式又は第 3 号様式)を交付する。 

(観覧料の減免) 

第 6条 条例第 6条の規定により観覧料を免除するときは、

次に掲げるときとする。 

(1) 町民で組織する団体が、社会教育活動の一環として

観覧するとき。 

(2) 町内の学校の活動として生徒等が観覧するとき。 

(3) 町が主催又は共催する行事においてその参加者が観

覧するとき。  

(4) 身体障害者福祉法(昭和 24 年法律第 283 号)第 15 条

第4項の規定により身体障害者手帳の交付を受けた者及び

その介護者が観覧するとき。 

(5) 療育手帳制度要綱(昭和 48年厚生省発児第 156号)の

規定により療育手帳の交付を受けた者及びその介護者が

観覧するとき。 

(6) 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和 25

年法律第 123号)第 45条第 2項の規定により精神障害者保

健福祉手帳の交付を受けた者及びその介護者が観覧する

とき。 

(7)介護保健法(平成 9 年法律第 123 号)の規定による要介

護認定又は要支援認定を受けた者及びその介護者が観覧

するとき。 

(8)観光ガイド又はツアー添乗員が入館するとき。 

(9)その他町長が特に必要と認めるとき。 

2 条例第 6 条の規定により観覧料を減額するときは、次

に掲げるときとする。この場合において、減額額は、観覧

料の半額を超えない範囲内で定めるものとする。 

(1)町が後援又は賛助等する行事においてその参加者が観

覧するとき。 

(2)その他町長が特に必要と認めるとき。 

3 条例第 6 条の規定により観覧料の減免を受けようとす

る者は、観覧料減免申請書(第 4 号様式）を町長に提出し、

承認を受けなければならない。 

4 町長は、前項に規定による申請を承認したときは、申

請者に対し観覧料減免承認書(第4号様式)を交付するもの

とする。 

5 第 3 項の規定にかかわらず、第 1 項第 4 号から第 7 号

までの規定に該当する者は、身体障害者手帳、療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳又は介護保険被保険者証を入館

の際に提示することで観覧料の免除を受けることができ

る。 

6 第 3 項の規定にかかわらず、第 1 項第 8 号の規定に該

当する者は、入館の際に所定の様式に氏名及び住所等を記

載することで観覧料の免除を受けることができる。 

第 7 条 削除 

(優待券等) 

第 8 条 町長は、必要と認めるときは、優待券又は割引券

を発行することができる。 

(学習室の利用) 

第 9 条 学習室は、学校教育、社会教育等に関する活動の

ために利用することができる。 

2 学習室を利用しようとする者は、学習室利用申請書(第

5 号様式)を教育委員会に提出し、その承認を受けなければ

ならない。 

(入館者の遵守事項) 

第 10 条 入館者は、次に掲げる事項を守らなければな

らない。 

(1) 指定された展示品以外の展示品に手を触れないこ

と。 

(2) 許可なく展示品又は資料を模写又は撮影しないこ

と。 

(3) 定められた場所以外で、喫煙又は飲食をしないこ

と。 

2 前項各号に掲げるもののほか、教育委員会は、必要

に応じ入館者の行為を制限することができる。 

(資料の館外貸出し) 

第 11 条 博物館、図書館、学校その他教育委員会が適

当と認めた者は、資料の館外貸出しを受けることができ

る。 

2 資料の館外貸出しを受けようとする者は、教育委員

会に資料館館外貸出承認申請書(第 6 号様式)を提出し、

その承認を受けなければならない。 

3 資料の館外貸出期間は、貸出しを受けた日から 30 日

以内とする。ただし、教育委員会が特に必要と認めると

きは、これを延長することができる。 

4 教育委員会は、館務の都合により必要があるときは、

貸出期間中であっても、貸出しをしている資料の返還を

求めることができる。 

5 資料の館外貸出しを受けた者が、貸出期間中に資料

を損傷又は亡失したときは、教育委員会の指示に従い、

これを原形に復し、又は損害を賠償しなければならない。 

(館外貸出資料の利用方法) 

第 12 条  

資料の館外貸出しを受けた者は、当該資料を承認を受け

た利用の目的以外に利用してはならない。 

(資料の寄贈及び寄託等) 

第 13 条 教育委員会は、資料の寄贈又は寄託を受ける

ことができる。 

2 寄託を受けた資料の館外貸出しは、寄託者の承諾が

ある場合のほかは、行うことができない。 

3 教育委員会は、資料の寄贈を受けた場合にあっては

寄贈資料受領書(第 7 号様式)、資料の寄託を受けた場合

にあっては資料受託書(第 8号様式)を交付するものとす

る。 

(委任) 

第 14 条 この規則に定めるもののほか、郷土資料館の

管理に関し必要な事項は、教育長が定める。 

 

附 則 

この規則は、昭和 58年 7月 21 日から施行する。 

附 則(平成 18 年 2 月 20 日教委規則第 4 号) 

この規則は、平成 18年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 30 年 12 月 27 日教委規則第 3 号) 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 31 年 4月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正前の様式に基づいて作成した用紙で、現に残存

するものは、必要な調整を加え、なお当分の間、使用す

ることができる。 
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○箱根町立郷土資料館処務規程 

 

(趣旨) 

第 1 条 箱根町立郷土資料館(以下「資料館」という。)に

おける処務については、この訓令の定めるところによる。 

(事務分掌) 

第 2 条 資料館における事務分掌は、おおむね次のとおり

とする。 

(1) 文書の収受、発送、編さん及び保存に関すること。 

(2) 予算に関すること。 

(3) 物品の収納及び保管に関すること。 

(4) 資料館の庶務に関すること。 

(5) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

(6) 観覧券及び物品等の販売にかかる収納に関すること。 

(7) 施設及び資料等の使用、利用承認に関すること。 

(8) 館員の服務に関すること。 

(9) 特別展の開催に関すること。 

(10) 渉外及び宣伝に関すること。 

(11) 資料館資料の収集・保管及び調査研究に関すること。 

(12) 資料館資料の展示・閲覧及びその他教育普及に関す

ること。 

(13) 生涯学習課との連絡調整に関すること。 

(専決) 

第 3 条 館長の専決事項は、別表に定めるとおりとする。 

2 館長は、前項に定める専決事項以外のものであっても

その事務内容が専決事項に準ずるものは、専決することが

できる。 

(専決事項の制限) 

第 4 条 館長は、前条の規程にかかわらず、重要若しくは

異例と認められる事項又は疑義のある事項については、上

司の決裁を受けなければならない。 

(代決) 

第 5 条 館長が不在のときは、あらかじめその事務処理に

ついて、特に指示を受けた事項又は緊急やむを得ない事項

については、上席の館員がその事務を代決することができ

る。 

2 代決した事項については、施行後速やかに館長の後閲

を受けなければならない。 

 (日誌及び日報) 

第 6 条 館長は、毎日、日誌に事件及び処務の概要を記録

して、1 週間ごとに上司の検閲を受けなければならない。 

2 館長は月報を作製し、翌月 3 日までに上司へ報告しな

ければならない。 

(その他) 

第 7 条 この訓令に定めるもののほか、資料館の処務につ

いては、教育委員会の処務の例による。 

附 則 

この訓令は、平成 9 年 4 月 1日から施行する。 

附 則(平成 11 年 3 月 29 日教委訓令第 1 号) 

この訓令は、平成 11年 4月 1日から施行する 

附 則(平成 14 年 5 月 20 日教委訓令第 1 号) 

この規程は、平成 14年 4月 1日から施行する。 

※ 添付様式の掲載は省略 
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